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オガサワラ　　
オカモノアラガイ（固有種）は、

カタツムリの仲間なのに、湿ったところで
生活するうちに殻が小さく退化したの。

雲の中に
あって、常に
湿っている
ことが多い

つね

母島の石門などに分布する背の高い林です。母島は山が高い
ため、海から吹いてくる湿った風が山をかけのぼって
雲をつくり、山頂付近を覆っています。雨や湿気を
好む植物からなるこの林は、多くの固有の生き

しっせいこうぼくりん

湿性高木林

もののすみかになっています。
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アケボノカタマイマイ

コガネカタマイマイ

木の上で生活する

樹上性の種。色は明るく、

殻の背が高く、小型。

木の幹で生活する半樹上性

の種。色は少し明るく、

殻は平べったく、小型。

地面の上で生活する

地上性の種。色は暗く、

殻は平べったい。
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カタツムリの仲間

カタツムリの仲間は、小笠原の中でも様々な進化を遂げた
生きものの代表例です。９割以上が固有種となっています。

特にカタマイマイの仲間は、
　樹上や地面など生活場所に
　　合わせて様々な形や色へ
　　　　と進化しました。
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小笠原では、海によって隔て
られた小さな島において、独
自の進化をとげた多くの固有
の生きものや、それらが織り
なす生態系を見ることができ
ます。このことが高く評価さ
れ、平成23年６月に世界自然
遺産に登録されました。
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母島は、小笠原諸島で父島に次ぐ大きさの面積
( 20.2 km2) を持つ島です。標高 400 m ほどの山

は は じ ま

は は じ ま

では、雲や霧が多く、湿った気候になっています。

オガサワラシジミ
日本の中で最も絶滅の恐

れが高いチョウ。かつて

父島にも分布したが、現

在は母島のみに生息。天

然記念物。

アカガシラ
カラスバト

母島は重要な繁殖地。天然

ハハジマメグロ

の模様が特徴。母島と

目の周りの黒い三角形

その属島（向島、妹島）

にのみ分布。特別天然

記念物。

ホシツルラン　
母島のみに生育し、自生

する野生株は数株のみ。

人が持ち込んだ動植物（外来種）の影響で小笠原
本来の生態系が変化しつつあります。

詳しくは裏面をご覧下さい
くわ うらめん らんくだ

現在、小笠原では本来の生態系を取り戻すための
様々なとりくみが行われています。

自然遺産ガイド
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ハトの仲間で、頭が紫色

がかった赤褐色をしている。

小笠原諸島では、小さな島の中に多くの固有種が
分布しています。母島は、オガサワラシジミやア
カガシラカラスバトの重要な繁殖地です。
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小笠原諸島では、海によって隔てられた小さな島の中で様々
な形へと進化した多くの固有種が見られ、進行中にある動植

物の進化の過程を目の当たりにできます。
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生態系：生物進化の過程を示す見本
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カタマイマイの
仲間の大きさ



土には、植物の種
や小さな虫がひそ
んでいることが多
いのです。

植物や動物、土や土の
ついた苗などを持ち込ま
ないように、ご協力を
お願いします。
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きょうりょく

ねが

こ

ズボンのすそは
おりまげないよ
うにしよう。

くつの底も
チェック。

泥がついているとき
には、ブラシなどを
使って泥をきれいに
落としてから出かけ
るようにしよう。

服にくっつく
種があるよ。

ふく

たね

森は生きものたち
の生活の場所。

決められたルートから
踏み出さないように
しましょう。

き

ふ だ

グ

リー
ンアノール柵

オガサワラシジミの保護

靴底洗浄

観光協会

地元の方々の協力を得ながらオガ

サワラシジミや生息地を守るとり

くみが行われています。

向島

石門

遺

産区域

ガイドに関するお問い合わせは
こちらへ

小笠原母島観光協会　　　　　　　

　　04998-3-2300

休業日　おがさわら丸出港翌日が
　　　　土日祝日となった場合

　　8:00 ～ 12:00, 13:00 ～ 17:00
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カタツムリの仲間カタツムリの仲間

入林には
ガイドの同行が
必要です。

にゅうりん

どうこう

ひつよう

カタツムリの仲間を食べるニューギニアヤリ
ガタリクウズムシやその卵が、靴底にくっつ
いて父島から母島に広がらないように、はは
じま丸を下りるときに海水を含ませたマット
を設置し、靴底を洗うよう呼びかけています。

た

くつぞこたまご

ちちじま ははじま ひろ

まる お かいすい ふく

せっち くつぞこ あら よ
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母島では、野生化したネコ（ノネコ）が繁殖

中の海鳥をおそうことがないよう、南崎の海

鳥繁殖地を柵で囲っています。また、柵の周

りを中心にカゴわなを使って排除しています。

まわ

ちゅうしん つか はいじょ

グリーンアノールは人の住む父島・母島のみに

生息します。母島では、希少な昆虫類を守るため、

森の一部を柵で囲うなど、グリーンアノールの部

分的な排除にとりくんでいます。
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外来種を
侵入させない
ために

外来種を
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固有種のすみかを
守るために
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